
津市安濃交流会館 「あのう温泉」

施設整備に係る関心表明の募集開始

平成３０年９月３日



安濃交流会館「あのう温泉」の施設整備に向けて

利用者からの
施設改善の声

安濃交流会館は、昭和４７年７月に当時の安濃村が新築した社会福祉センター
を増改築し、平成１７年１０月に住民の健康増進、福祉の向上、歴史的文化の
継承、住民交流促進の場として設置され、あわせて会館内に温浴施設「あのう
温泉」を開設しました

開設後、１２年が経過したことによる課題

採算性の確保 施設の
再利用
付加価値化

民間と連携したあのう温泉の活性化について関心表明の募
集を行い、様々な手法を検討



安濃交流会館「あのう温泉」の現況①

開 設 平成１７年１０月

土 地
津市安濃町東観音寺５１番地３
２１７３．３６㎡

建 物
１３３５．０８㎡
うち温浴施設 １５５．６６㎡

構 造 鉄筋コンクリート造２階建

用途地域 非線引き都市計画区域、用途指定なし

耐震診断結果 基準を満たしている（平成１６年９月調査）
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温泉利用者の年間推移 （平成１７年度～平成２９年度） 当日券 回数券（１１枚綴）

一 般 ３００円 一 般 ３，０００円

3～12歳 １５０円 3～12歳 １，５００円

● 施設使用料

安濃交流会館

● 営業時間

１０時から２１時まで
※ 受付は２０時３０分まで

安濃総合支所

源泉施設



安濃交流会館「あのう温泉」の現況②

温浴施設
「経ヶ峰」と「長谷山」の２つの浴室 （一週間ごとに男湯と
女湯を入れ替え）

経ヶ峰

浴室 76.12㎡

①温浴槽 7.4㎥

②源泉槽 1.5㎥

③洗い場 ７か所

長谷山

浴室 57.65㎡

④温浴槽 4.4㎥

⑤源泉槽 0.9㎥

⑥洗い場 5か所
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安濃交流会館「あのう温泉」の現況③

源泉情報

湧出量
源泉井戸から動力により採取
毎分１６７ℓ（三重県許可 平成１７年９月）

場所 津市安濃町東観音寺６７８番地１（７５６㎡）

掘削深度 １，５００ｍ

送泉管 管路延長 ７６０ｍ

泉質
ナトリウム‐塩化物泉
お湯の色は淡黄色微混濁、塩味、微弱硫化水素臭

泉温 ３４．５℃

浴用の
適応症

筋肉や関節の慢性的な痛みやこわばり（関節リウマチ、
神経痛、打撲など）、冷え性、胃腸機能低下、疲労回復、
健康増進等



安濃交流会館 歳入歳出一覧

安濃交流会館「あのう温泉」の現況④

平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度

歳入合計 １，５６７万円 １，４４９万円 １，５７５万円

うち「あのう温泉」収入（当日券、回数券） １，３３９万円 １，２９４万円 １，４２４万円

うち「あのう温泉」収入（タオル、マッサージ器使用料等） １６万円 １６万円 １５万円

うち源泉維持管理負担金 ２０７万円 １３４万円 １３２万円

うち諸収入（交流会館会議室等使用料） ５万円 ５万円 ４万円

歳出合計 ２，４９９万円 ２，４０６万円 ２，５８０万円

うち燃料費、光熱水費等 ７７８万円 ７５４万円 ８１７万円

うち修繕費 ２０２万円 １８２万円 ２１３万円

うち委託料（施設維持管理費用等） １，４２９万円 １，３９２万円 １，４６９万円

うち諸経費（消耗品費、医薬材料費等） ９０万円 ７８万円 ８１万円

歳入ー歳出 歳入歳出差引 △９３２万円 △９５７万円 △１，００５万円

燃料費の単価増、委託費の人件費の増などから、歳出超過は増加傾向



安濃交流会館「あのう温泉」の現況⑤
現況 利活用の可能性

１
階

Ａ 温浴施設
①温浴施設（長谷山）
②温浴施設（経ヶ峰）
③温浴施設用機械室

・温泉施設の活用

Ｂ 調理施設 ④調理室１ ⑤調理室２ ・調理施設の活用

Ｃ その他

⑥事務室 ⑦保管室
⑧乾燥室 ⑨和室
⑩大広間 ⑪郷土資料館

・飲食施設等としての利活用の検
討

・物販、リラクゼーション施設等と
しての利活用の検討

２
階

①収蔵庫１
②収蔵庫２
③収蔵庫３
④収蔵庫４
⑤収蔵庫５
⑥市民活動室

・交流施設としての利活用の検討
・リラクゼーション施設としての利

活用の検討
・仮眠室等としての利活用の検討

・・・ 付帯施設として自由に利用可能

・・・ 温浴施設関係

（１階）

（２階）

Ｂ、Ｃ施設の機能は、公民館など他施設に移すため、ここでは使用
しません。温浴施設の付帯施設として自由な発想で利用が可能！



安濃交流会館

・・・駐車場
（最大約160台）

・・・駐車場拡張
予定地
（最大約50台）

いずれの駐車場も安濃総合支所、安濃中公民館等と共用

駐車場

旧北工事
事務所

安濃総合支所
安濃中公民館

安濃交流会館「あのう温泉」の現況⑥



洗い場が足りない
ので、もっと広くし

てほしい

泉質が良く利便
性が高いので、
長く営業を続け

てほしい

これからも
存続してほしい もう少し遅くまで

営業してほしい

源泉槽があって楽
しめるが混み合っ
ていることが多い
ので、もう少し広く

してほしい

地域・利用者の声



民間活力を導入した整備手法の募集について～関心表明～

安濃交流会館「あのう温泉」の健全経営と安濃地域の地域振興を図るため、

「関心表明」を広く募集します

募集対象者
当該事業を実施する意向のある民間事
業者等

条 件

使用料については、現在のあのう温泉の使用料を基
本としますが、変更する場合は、事業内容等付加する
サービス内容を踏まえて考え方を提示してください

運営期間は１０年程度とします

源泉の維持管理を含め、社会福祉法人の運営する老
人保健施設への温泉水供給は、現状のとおり行って
いただきます

２０２１年３月末までに公共下水道へ接続する必要が
あります

安濃交流会館は指定避難所となっていますので、地
震等の災害時には避難所として使用されることがあり
ます

想定する提案等
「これまでの温浴施設を維持し、津市の公的負担の抑制が図られる提案」
「複合施設として魅力的かつ温浴施設と相乗効果のある提案」

事業目的

温浴施設の活用による温泉の継続、ま
た、交流会館内の温浴施設以外の施設
等の有効活用のための再整備に向けた
意見を募集します。公的負担の抑制を
図りつつ、一層の集客確保や顧客満足
度の向上とともに、住民の一層の地域
交流や健康増進が図られる施設運営を
目指します

既存施設

敷地面積 ２１７３．３６㎡
建物 １３３５．０８㎡
うち温浴施設 １５５．６６㎡

事業形態
安濃交流会館「あのう温泉」を活用した公設民営、公
設公営等の様々な手法、意見を募集します



「関心表明」等の募集について

募 集 期 間

募集の流れ

１ 関心表明（概要表明）申出書の提出
受付窓口、郵送、電話、Ｅメールによりお問い合わせください

２ 関心表明申出事業者への説明会の開催（希望により個別説明）
募集概要、関心表明の趣旨、事業の目的、提案書の要件等を
説明します

３ 関心表明申出事業者からの詳細な提案書の提出
応募書類は非公開とし、特に専門的な手法事業者名は厳密に
管理します

平成３０年９月３日（月）から平成３１年２月２８日（木）まで

本日より開始！



２月・３月

２０１８年（平成３０年） ２０１９年（平成３１年）

９月

「関心表明」募集後のスケジュール

【提案（例）】
・これまでの温浴施設を維持し、津市
の公的負担の抑制が図られる提案

・安濃交流会館内の空きスペースを
利用した施設整備による、あのう温
泉の利活用に向けた提案

・利用者が見込める提案

●関心表明からの民間提案手法の検討

●一層の集客の確保や利用者の満足度
の向上等が図られる施設運営の検討

●津市の公的負担の抑制が図られる方
策についての検討

事
業
手
法
の
内
容
に
合
わ
せ
適
宜
予
算
計
上

４月

事
業
手
法
の
決
定

締
切関心表明の募集 事業手法の検討



受付窓口・お問い合わせ先について

受付窓口 津市安濃総合支所地域振興課 総務担当

郵 送 先
〒514-2393 三重県津市安濃町東観音寺483
津市安濃総合支所 地域振興課 総務担当（あのう温泉関心表明の件）

電 話 059-268-5511

Ｅ メ ー ル 268-5511@city.tsu.lg.jp

※受付窓口、電話のお問い合わせは、休日を除く午前９時から午後５時迄 （開庁日）

皆さまからのご意見・ご提案を
お待ちしています！

合言葉は、「あのう温泉 関心表明」
（あのうおんせん かんしんひょうめい）



全国市長会による緊急要望活動

平成３０年９月３日

～公立小中学校施設整備のための予算確保に関する緊急要望～

平成３０年８月３０日実施



全国市長会による要望活動

第８８回全国市長会議

●「公立小中学校施設整備のための予算確保に関する
決議」を採択

平成３０年６月６日

菅内閣官房長官

●全国市長会副会長として、内閣官房正副長官、
自由民主党及び公明党を訪問し、決議について要請

▶平成３０年６月１８日 大阪府北部地震によるブロック塀の崩落事故 →ブロック塀の安全対策
▶平成３０年７月～８月 記録的な猛暑日が続く →学校施設への早急な空調設備(エアコン)整備

公立小中学校施設整備のための予算確保に関する決議をふまえ緊急要望を実施

自民党 竹下総務会長 公明党 山口代表



全国市長会による緊急要望活動の概要

平成３０年８月３０日(木) １１：３０～１４：４５

ｘ

参加者

日 時

全国市長会

会 長 立谷 秀清
（福島県 相馬市長）

副会長 前葉 泰幸
（三重県 津市長）

副会長 谷畑 英吾
（滋賀県 湖南市長）

泉 房穂
（兵庫県 明石市長）

公立小中学校施設等の整備のための予算確保に関する緊急要望

１．新増築・老朽化対策、トイレ改修等、公立小学校施設整備の当初予算確保及び平成３０年度不足分への
補正予算措置

２．猛暑対策として、来夏までに空調設備の設置を行うための十分な財政措置
３．危険なブロック塀の撤去・改修を行うための十分な財政措置

社会文教
委員長



首相官邸をはじめ財務省、文部科学省、自由民主党、公明党を訪問

菅義偉 内閣官房長官

自由民主党 河村建夫 衆議院議員

全国市長会による緊急要望活動の訪問先

文部科学省 小松親次郎 審議官

公明党 山口那津男 代表

財務省 矢野康治 大臣官房長
太田充 主計局長


